
2023 年 1 月 8 日 
 
令和 4 年度 第 3 回応用物理学会北海道支部役員会 議事録（案） 
 
日時：2023 年 1 月 8 日(日) 13：00-13：30 
形態：室蘭工業大学（支部学術講演会会場）にて発表奨励賞審査会に引き続き開催 
 
参加者（順不同、敬称略）： 
植村哲也(支部長), 佐藤勉(室蘭幹事, 会場幹事), 山根啓作(庶務幹事),  山崎憲慈(庶務幹

事), 小野円佳(会計幹事) , 小田久哉(千歳幹事), 片山司(会計幹事), 篁耕司(人材育成幹事), 
戸田泰則(支部評議員), 中村基訓（旭川幹事）, 酒井大輔(北見工大、日本光学会幹事), 本
久順一(支部評議員), 
以上 12 名 
 
欠席者（順不同、敬称略）： 
グエンタン ソン(釧路幹事), 木場 隆之(北見幹事), 森田隆二(会計監査) 
以上 3 名 
 
事務局：惣伊田ゆり 
 
議事録作成者：山崎憲慈(庶務幹事) 
 
議題： 
 議題 1  今後の支部学術講演会について 
 山根庶務幹事より第 59 回応用物理学会北海道支部学術講演会の開催に関する説明が

あり、北大で開催されることが承認された。 
 開催は 2024 年 1 月 6 日（土）～7 日（日）の予定であり早々に仮予約を予定

していることが説明され、承認された。 
 対面かオンラインかの実施形式については予算編成の都合上、8 月下旬をめ

どに決定する予定であることが説明され、承認された。 
 日本光学会との共催を予定しており、光学会へは酒井日本光学会幹事からお

諮り頂くことを確認した。 
 第 60 回以降の地方開催地の候補について説明があり、これまでの順序は室

蘭→釧路→旭川→北見→函館での開催であったことから次回の地方開催は釧

路が有力な候補であることが確認された。 
 

 報告 1 学術講演会の状況について 
 山根庶務幹事より学術講演会の状況が報告された。 

 発表件数は 56 件であり、前年度のオンライン開催（53 件）から微増である

ことが報告された。 
 参加者は 100 人程度であることが小野会計幹事から報告された。 
 ここ 5 年の開催状況も合わせて報告され、北大からの発表件数が昨年よりは

増加していることが報告された。 



 報告 2 2023 年度予算について 
 山根庶務幹事より 2023 年度予算の取り扱いについて報告された。 

 2023 年度よりリフレッシュ理科教室交付金は教育企画委員会からの交付に一

本化されることが報告された。 
 補助金収益が当初案 550 千円から 592 千円に修正されたことが報告された。

実際の交付金額とは異なる可能性があることも報告された。 
 
 その他 
 山根庶務幹事から今後の支部学術講演会の開催時期について、天候の問題もあり変更

の必要があるのではないかとコメントがあった。 
 幹事の交代を予定している場合には 1 月中に山根庶務幹事に連絡するよう依頼があっ

た。 
 


